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自己紹介させて下さい
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• 宮崎県の出身です。中央区日本橋に20年住んでいます。

• 得意分野はWEBの法人向けソリューションです（四半
世紀やってきました）

• 中小企業診断士、ファイナンシャルプランニング技能
士１級、最近はロングステイアドバイザーと取得し、
今、社会保険労務士の勉強中です。資格は３０代でと
りましたが、力不足で会社員に留まりました。中小企
業を経営されている方には本当に尊敬しかありません。

• 趣味は走ることと山登りをすること、ゴルフはお付き
合い程度。ロードバイクにも乗っています。かつては、
日本橋から新潟まで走っていったこともあります。

• 尊敬するタレントは増田明美さん



日本テレワーク協会のご紹介

設立：1991年
日本サテライトオフィス協会設立
2000年
日本テレワーク協会へ名称変更

目的：日本におけるテレワークの普及推進

会員：413企業・団体・自治体（2024年3月現在）

理念：情報通信技術（ICT）を活用した、場所と時間にとらわれ
ない柔軟な働き方である「テレワーク」を、広く社会に普及・
啓発することにより、個人に活力とゆとりをもたらし、企業・地
域の活性化による調和のとれた日本社会の持続的な発展
に寄与する

日本テレワーク協会
会長 栗原 博
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「テレワーク」とは、その現状
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日本テレワーク協会がお話させていただきますので、「テレワーク」と表現させていただきます
が、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方全般とご理解ください。「リモートワーク」も、
「ハイブリッドワーク」も含む広い定義であるとご理解ください。





考え方

You can work anywhere and anytime you want.

コロナ禍で在宅勤務は普及
セキュリティには注意

深夜早朝以外はフレックスで
働きすぎには注意

自分の都合のよいときに

採用を通勤圏内に限らなく
てよい（海外でも！）

9時から5時に働けない人も活用可能
副業・兼業で優秀な人材確保ができる

業務に求められるスケ
ジュールで
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勤務地域別テレワーカーの割合
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令和6年3月発表 国土交通省 令和５年度 テレワーク人口実態調査
より

小規模
企業での
遅れ



テレワークはやりたいけどできていない？！
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令和6年3月発表 国土交通省 令和５年度 テレワーク人口実態調査より
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その裏には！

令和6年3月発表 国土交通省 令和５年度 テレワーク人口実態調査よ
り



テレワークの利用状況（日本・年代別）

（出典）総務省（2022）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究」

どうしてオンライン
授業が無くなったん

ですか？
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1
1

テレワークの利用状況（国別）

（出典）総務省（2022）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究」



1人あたりGDP（日本生産性本部）

国別GDPは人口３／４のドイツに抜かれる！
長時間労働者の割合も高いのに・・・

12



【参考】“その“ドイツの働き方について

https://www.works-i.com/research/works-report/item/remotework2023_ger.pdf

リクルートワークス研究所 資料より抜粋

⚫経営側とワークスカウンシルが協議をして労働協約を結ぶ傾向
⚫協約により従業員は仕事の柔軟性という点において大幅な自由を与えられて
いる
➢スポーツメーカー：勤務時間の２０％はオフィス外で過ごすことができ
る

➢自動車メーカー：3分の２の従業員は、技術・業務上不可能である場合を
除き、自宅で働く権利を有する

➢ソフトウェア企業：テレワークで働く場合、チームリーダーにSMSなど
で知らせるだけでよい

➢自動車メーカー：上司に相談の上、勤務時間と勤務場所を自分で決める
ことができる
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https://www.works-i.com/research/works-report/item/remotework2023_ger.pdf


【第1回テーマ】

ウェルビーイング
～心身ともに健康で仕事に熱意を持つ社員の生産性向上・離職防止～
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モチベー

ションUP

効率UP

業績UP

就業者に

還元

働きやす

い働き方

本当の
テレワーク

ここから始まる
健康度UP！

場所と時間にとらわれず
に、いろいろな形で業務

ができる

道具（ツール）の活用
ゴールを明確にすること
情報共有をすること
多様性を受容すること

で解決！

テレワーク＜自分の働きやすい働き方ができる＜ウェルビーイング



中小企業の課題

売り上げ拡大

人材不足

資金繰り

新しいことへの取り組み

首相官邸ホームページ、中小企業白書等から抜粋

仕入れ価格高騰
価格転嫁困難

後継者不足

人出不足 有スキル人材不足

賃金を上げられない

新規取組ができない

労働生産性

IT化ができない



退職率 病欠率

創造性 生産性 営業成績

テレワークでメンタル不調になる人も
運動不足

イノベーションに必要な多様
な考えが得られない

社内コラボレーションがしにくい

イノベーショ
ンは多様性か
ら生まれる

テレワークの効能

顧客の温度感が解りにくい

雑談しやすい

バーチャル空間でコミュニケーション増加

しっかり運用

ツールを活用

ストレス原因分析で根本的な原因から改善
社員の健康サポートをしくみとして実施

サテライトオフィス活用
で商談数増加
現場のイマを把握

ログで状態の
見える化が容

易に

例示

リフレッシュしたら思いついた！
ワーケーションの出会いで気付が！

リフレッ
シュしたら
思いつい
た！
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例えば、ハイブリッドワークをハイブリッドカーに例えると

電気が無くなったから
ガソリンで動くぞ！

この急坂はガソリンじゃ
ないと・・・

下り坂は電気でスイスイ

一定速度はお手のもの

人によって、また時期によって最適な方を選択“できる”
そして、楽しい走りを！
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注目されるWell-Being

「ウェルビーイング」（well-being）とは、身体的・精神的・社会的に良好な状態にあることを意味

する概念で、「幸福」と翻訳されることも多い言葉です。世界保健機関（WHO）憲章の前文で

は、「健康とは、病気ではないとか、弱っていないということではなく、肉体的にも、精神的にも、
そして社会的にも、すべてが満たされた状態（well-being）にある」と定義されています。

退職率 病欠率

創造性 生産性 営業成績

イリノイ大学 エド・ディナー教授◇Well-Beingの効果
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JTAアニュアルカンファレンス https://japan-telework.or.jp/jta_annual_conference_2024/
PCA 岡座さま発表資料より

https://japan-telework.or.jp/jta_annual_conference_2024/


なぜ、経営者が多様な働き方を推奨するのか？

副業・兼業は、
必ず本業に活きるから

社長自ら楽しい働き方をしたいから

場所にとらわれず、優秀な人材が確保できるから

自律できる
（自律をサポート）

良い仕事ができる

実はロイヤルティ・エンゲージメントが高まるから

心理的安全性に繋がる簡単な方法
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滅私奉公では、いい仕事はできないから



「ねばねば」でなく「わくわく」で生きよう・働こう
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「ねばねば」・・あらねばという義務感で生きる
親の期待に応えねば
上司の期待に応えねば
良い上司であらねば・・

「わくわく」・・・やりたい事をやりたいようにやる
やっていて楽しい
夢中になって時間を忘れる
わくわくが止まらない・・

枠に縛られた「ねばねば」でなく、枠を外した
「わくわく」で生きよう

受動的行動
外発的動機付け

自律的行動
内発的動機付け

仮面をかぶって
生きる

他人の目が気に
なる



マズローの欲求段階説とねばねば、わくわく

生理的欲求

安全欲求

社会的欲求

自己実現
欲求

承認欲求

FLOW
(自己超越）

ねばねば

わくわく

自
己
肯
定
感

自分らしさを受け入れる

他人から認められる
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「人に言われてやる仕事」＜「自分のやりたい仕事」
「夢中」は「努力」を凌駕する！！

Y理論

X理論



マネジメントのパラダイムを変えよう！！

良い組織（という正解さがし）をめざすのはやめて、

働く一人一人が素敵な人生が送れて、

自分にとってもサイコーな組織・居場所を作ろう。

皆が「わくわくワークライフ」を実感で
きる唯一無二の場所を創ろう
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形（きれいなオフィス）から入ってもOK！これに続こう！
Before 2013年4月時点

After 現在
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実際に、こんな効果が出ました！

27



2
8

０１２０－８６－１００９

sodan@japan-telework.or.jp

ご訪問して行うコンサルティングも、3回まで無料です。
IT系も労務管理系も、幅広く対応できます。

厚生労働省事業

はろー て れ わーく

平日9時から17時

やってみようかなと、少しでも思ったら
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